中国語話者のための日本語教育研究会

第14回研究会
	研究会趣旨：

中国語圏からの留学生は留学生総数の７割以上を占め，今後さらに増加すると思われ、そのための効果的な日本語教育が求められています。しかし，それに対応する研究の成果は，まだ多くないのが現状です。本研究会は習得研究の流れに身を置きながらも，常に現場の声に耳を傾け，日中対照研究の成果を生かして学習者の母語によるプラスの転移とマイナスの転移を体系的にとらえ，中国語話者に対する理想的な日本語教育について考えます。


2009年12月19日（土）
【会 場】名古屋大学東山キャンパス
        （〒464-8601　名古屋市千種区不老町1）
                 全学教育棟 ４階４０６号室
＜申し込み不要・参加無料＞

プログラム
	研　究　発　表： 14:00-18:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丸尾　誠　(名古屋大学)
「中国語の方向補語について―日本人学習者にとって分かりにくい点―」
　稲垣　俊史　(大阪府立大学)
「中国語話者による日本語の移動表現の習得について」

陳　昭心　(広島大学大学院生) 　
「「ある/いる」の「類義表現」としての「結果の状態のテイル」
―日本語母語話者と中国語を母語とする学習者の使用傾向を見て―」
司　　会：　杉村　泰 (名古屋大学) 
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問合せ先

日本語教育学講座主任　杉村 泰　sugimura@lang.nagoya-u.ac.jp

